
別記様式第２号

評価機関名 東北農政局

基準年
　2018年度

目標年
　2022年度

達成率

有機農業者数
有機農業者
増加数

18人 2人 16人 17人
50.0%
未達成

有機農業
取組面積

有機農業取組
増加面積

14.4ha 2.0ha 12.4ha 23.396ha
549.8%
達成

有機農業者数
有機農業者
増加数

11人 1人 10人 15人
500.0%
達成

有機農業
取組面積

有機農業取組
増加面積

6.975ha 4.591ha 2.384ha 5.146ha
60.2%
未達成

有機農産物等
販売額

有機農産物等
増加販売額

25,413,470円 15,338,770円 10,074,700円 28,058,400円
117.2%
達成

有機農業者数
有機農業者
増加数

12人 8人 4人 16人
150.0%
達成

・研修ほ場を活用し、有機野菜の雑
草管理技術やぼかし堆肥作成研修
等の技術講習会
・先進地での研修会
・地元産直施設での販促
・首都圏販路拡大に向けた展示会
・実需者の意向・需要量調査

・研修・実証ほ場を活用し、堆肥作り
等の技術講習会
・新規に野菜の花芽の栽培実証を実
施したほか10品目の栄養化分析等
を実施し品質改善策を検討
・首都圏の市場等農産物取扱者・流
通業者等と意見交換
・実需者の意向把握及び需要量調
査

2019年度

本事業により技術講習会等を定期開催したことで、有機農業へ
の理解が深まり、転換等による新規取組者が増加したが、高齢
を理由に有機農業を断念した農業者の人数が上回り、成果目標
の達成には至らなかった。このため、成果目標の達成に向けた
改善計画の提出を求め、必要な指導を行うこととする。

設定した全ての成果目標を達成している。

有機農産物等販売額及び有機農業者数については、成果目標
を達成することができたが、有機農業取組面積については、基
準年から２倍以上面積を拡大したものの、中心的な農業者が病
気により取組面積を縮小したことや品目転換に頓挫した農業者
の影響などから、成果目標の達成には至らなかった。
このため、有機農業取組面積の増加について、成果目標の達成
に向けた改善計画の提出を求め、必要な指導を行うこととする。

2019年度

・研修ほ場を活用した水稲有機栽培
の技術講習会
・先進地での研修会
・消費者交流及び実需者等との意見
交換
・首都圏販路拡大に向けた商談
・実需者の意向把握・需要量調査

2019年度

成果目標の具体的な内容

持続的生産強化対策事業のうち有機農産物安定供給体制構築事業（オーガニックビジネス実践拠点づくり事業）に関する事業評価票

成 果 目 標 の 達 成 状 況

農林水産省生産局、政策統括官、地方農政局（北海道農
政事務所、内閣府沖縄総合事務局）の評価所見

都道府県名 市町村名 事業実施主体名
対象作物
・畜種名

事業実施
初年度

具体的な
取組内容

会津ロジカルオーガニック
農業推進協議会

福島県

会津若松市・喜
多方市・会津美
里町・会津坂下
町・西会津町・
南会津町

野菜等の花
芽、ミニトマ
ト、ニンジン、
ネギ、ホウレ
ンソウ、水
稲、コマツ
ナ、落花生、
花芽、枝豆

山形県

山形県 川西町
かわにし有機農業推進協
議会

水稲、大豆、
野菜、雑穀

南陽市
南陽市有機農業推進協議
会

水稲、にんじ
ん、さといも、
ほうれんそう


